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　宮下先生には，専任になられてから亡なられるまでの15年余の，長いおつき
あいをさせていただきました。その間いろいろと御指導いただいたこと，ご馳
走になったこと等，想い出は尽きませんが，ペンの走るまま書くことにします。
　池田一新先生が留学のため羽田を発つ日の近づいたある日，宮下先生が「池
田先生の送別会を二人でしませんか」と誘って下されましたので，「何時，何
処でしましょうか」と尋ねましたら，少し考えておられる様子でしたが，「私
の家でやりましょう。材料は揃えておきますから，池田さんを誘って来て下さ
い」とのことでした。お尋ねする前，近くの田圃でセリを採り持って行きまし
た。先生のお宅に着いた時には，既にチャンコナベ料理の準備がしてあり，私
達の顔を見ると早速料理にかかられました。今迄味わったことのない程の美味
でした。殆んど外食だと聞いていましただけに，先生がこんなにも上手だとは
思ってもいませんでした。先生は，私の持って行ったセリを「やっぽり採りた
ての，自然のものはうまいですね」とホメて下されました。そして，その後も
セリの採れる季節が来ると，「あの時のセリはうまかったですね」と言われま
したので，また何時か一緒に，と思っていましたのに，ついにその機会を逸し
てしまったことを，今はただ悔いるぼかりです。
　私がアメリカ留学中，先生からいただいた手紙には，必ずといってよい程，
折々の季節の食べ物のことも書いてありました。「鰺のタタキの美味しい季節
になったので，××店で○○先生と食べた」とか「牡蠣の美味しい季節になっ
たので，今夜はカキナベを食べた」とか。だから先生からの便りをいただく度
に，　「私も日本に居たら食べることが出来たのに……，昨年の今頃はあんなこ
ともあった」と食べ物の名を通していろいろのことを想い出すことが出来まし
たので，先生からのお便りは，私にとって最も待ち遠しく思われたものの一っ
　でした。
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　昨年10月のある夕方のこと，帰宅しようとエレベーターに乗りましたとこ
ろ，宮下先生が乗っておられました。先生は「一寸飲んで帰りましょう」と言
われながら，学校前のとあるビルの前まで来ると立ちどまりました。　「このビ
ルの4階か5階に，飲ませてくれる店がある。そしてその店には，シベリヤ鉄
道の列車の中で居合せた女の人が居る……」とのことでした。エレベーターを
探しましたが見当りませんでしたので，歩いて登りました。その時の階段を登
る先生の足どりは大変重そうだったことを覚えています。2階まで辿り着いた
時，先生の額には異常に汗が流れていました。　「どうされました？」と聞きま
すと「大丈夫，でもこれ以上登るのは大変だから，また後日来ましょう」と。
嘗つて先生から「この頃脈が不順」と伺って居りましたが，それ程とは思って
いませんでした。「今日はもう帰りましょう」と先生をうながし駅の方へ歩い
て行く途中，先生は「此処で飲もう」と駅の近くの店に入りました。ビールを
互に注ぎ合い終ったところで「学部長2年間，本当に御苦労さまでした」とネ
ギライの言葉を言って下されました。「そうだったのか，そのために誘って下
されたのか」，言われて始めてその理由を知りました。政経資料センターニュ
ース編集委員から，宮下先生の追悼文を書くよう依頼されました日，先生と飲
むはつだった店を一人で探しましたが，とうとう探し当てることは出来ません
でした。そして，宮下先生も，もう居りません。
　12月14日（金），2時限目の授業を行うべく教室に行く途中，事務室に立ち寄
りました。宮下先生も居られましたが「今，1時限目の授業が終ったところで
す……。この頃脈が時々止まるんです」と言われましたので「御身体には十分
注意して下さい」と言って別れました。まさかこの会話が先生との永遠の別れ
になろうとは，神ならぬ私には，その時には到底知ることは出来ませんでした。
　この夏休み，墓参のため先生の眠る奥秩父に行き，墓前で「平均余命は未だ
未だあったのに先生どうして亡くなってしまったのですか。もう先生と語り合
うことも，一緒に飲むことも，おあいすることさえも出来なくなってしまった
のですね…。やすらかにお休み下さい」と心の中で眩き乍ら手を合せました。
　先生の御冥福を祈ってやみません。
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